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S P E C I A L  I N T E R V I E W
1

表敬訪問　服部洋平兵庫県副知事（右）と金子雅彦日本ユニセフ協会学校事業部部長（左）

「ユニセフ・キャラバン・キャンペーン」は日本の

子どもたちに、世界の子どもたちの現状やユニセ

フの活動を伝えるため、1979 年の「国際児童年」

よりスタートしました。

全国を 4 年で一巡するこのキャンペーン。2024

年 11 月 5 日は服部洋平副知事・藤原俊平教育長

への表敬訪問と県内の教職員・教育委員会関係者

対象の研修会、6日は神戸市の小・中学校でのユ

ニセフ学習会を実施しました。兵庫県への訪問は

5 年ぶり 9回目でした。

ここでは研修会と学校訪問、9日に行われた日本

ユニセフ協会職員と兵庫県ユニセフ協会学生チー

ムの若者とのミーティングの様子を報告します。

ユニセフ・キャラバン・キャンペーン

研
修
は
教
職
員
や
教
育
委
員
会
関
係

の
方
々
44
人
を
対
象
に
「
持
続
可
能

な
社
会
の
創
り
手
を
育
む
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
先
立
ち
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
職

員
か
ら
日
頃
の
学
校
で
の
ユ
ニ
セ
フ

活
動
や
学
校
募
金
へ
の
感
謝
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

前
半
で
は
世
界
の
課
題
と
ユ
ニ
セ
フ

の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
世
界
は
紛
争
・
気
候
変
動
・

貧
困
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
紛
争
は

食
料
や
資
源
の
不
足
、
物
価
高
騰
を

引
き
起
こ
し
、
干
ば
つ
や
洪
水
を
も

た
ら
す
気
候
変
動
が
未
曽
有
の
栄
養

危
機
を
招
い
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
セ
フ
は
多
く
の
子
ど
も
の
命
を

守
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

支
援
を
続
け
る
だ
け
で
な
く
子
ど
も

た
ち
を
元
気
に
育
て
ら
れ
る
よ
う
に

「
自
立
」
を
目
指
し
た
仕
組
み
作
り

も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
ユ
ニ
セ
フ
活
動
は

S
D
G
s＊
１

と
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

後
半
で
は
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
S
D
G
s
と
「
子

ど
も
の
権
利
」
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

S
D
G
s
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
っ
て
課
題

解
決
を
考
え
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
行

い
ま
し
た
。
協
力
し
て
こ
れ
ま
で
に

な
か
っ
た
よ
う
な
新
し
い
つ
な
が
り

を
見
い
だ
し
て
い
く
こ
と
が
解
決
の

鍵
に
な
る
こ
と
が
実
感
を
も
っ
て
理

解
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

ま
た
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
を
視

点
を
も
っ
て
読
む
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
日
々
の
生
活
の
中
で

ど
ん
な
権
利
が
脅
か
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
。
ユ
ニ

セ
フ
が
推
進
す
る
「
子
ど
も
の
権
利

を
大
切
に
す
る
教
育
（
Ｃ
Ｒ
Ｅ＊
２

）」

を
通
じ
て
、
子
ど
も
自
身
が
自
分
の

も
つ
権
利
を
知
り
、
さ
ら
に
、
他
者

も
同
じ
権
利
を
も
つ
こ
と
を
認
識
し
、

互
い
に
尊
重
す
る
態
度
を
養
う
こ
と

が
、
ひ
い
て
は
子
ど
も
た
ち
の
自
己

肯
定
感
を
高
め
、
社
会
課
題
解
決
へ

の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
の
最
後
に
は
、
学
級
目
標
を

つ
く
る
実
践
記
録
や
こ
ど
も
家
庭
庁

と
共
催
の
「
こ
ど
も
の
け
ん
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」、
ユ
ニ
セ
フ
の
資
料
や
情

報
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

＊
１　

S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」。

17
の
目
標
と
1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
か

か
げ
2
0
3
0
年
ま
で
の
達
成
を
求
め
ら

れ
て
い
る
。

＊
２ 

C
R
E
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク 

  

ユニセフ研修会
11月 5日（火）
兵庫県私学会館

EVENT REPORT
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EVENT REPORT　ユニセフ・キャラバン・キャンペーン

兵
庫
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
学
生
チ
ー

ム
ユ
ニ
ー
ズ
の
メ
ン
バ
ー
3
人
と
、

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
職
員
、
大
阪
と

兵
庫
の
ユ
ニ
セ
フ
協
会
関
係
者
と
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
、
大
阪
会
場
と
東

京
・
長
崎
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

 

ま
ず
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
サ

ポ
ー
ト
の
も
と
、
学
生
事
務
局
が

企
画
・
運
営
し
て
い
る
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
『
u
n
i
c
e
f 

C
a
m
p
u
s
』（
ユ
ニ
キ
ャ
ン
）
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
2
0
2
1
年

に
活
動
を
開
始
し
、
毎
年
全
国
の
約

1
5
0
人
の
学
生
が
登
録
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
ユ
ニ
セ
フ
の
目
指
す

社
会
の
実
現
の
た
め
、大
学
生
（
ユ
ー

ス
）
な
ら
で
は
の
視
点
に
立
っ
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
会
・
勉
強
会

や
イ
ベ
ン
ト
で
の
発
信
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
各
地
域
で
活
動
し

て
い
る
ユ
ー
ス
同
士
の
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
も
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
日
参
加
し
た
兵
庫
の
学
生
か
ら

は
、
メ
ン
バ
ー
を
増
や
す
方
法
や
役

割
分
担
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
仕

方
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ま
ず
ネ
ッ

ト
の
活
用
を
工
夫
し
て
常
に
発
信

す
る
こ
と
、
メ
ン
バ
ー
の
得
手
不
得

手
に
合
わ
せ
て
担
当
を
決
め
る
こ
と
、

早
め
に
年
間
計
画
や
定
例
会
の
日
を

決
め
て
お
く
こ
と
、
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の

便
利
さ
も
あ
る
け
れ
ど
、
な
る
べ
く

対
面
の
機
会
を
増
や
し
て
ワ
イ
ワ
イ

楽
し
ん
で
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
い

る
と
人
は
集
ま
っ
て
く
る
、
組
織
化

さ
れ
る
ま
で
は
引
っ
張
っ
て
い
く
人

が
必
要
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
ユ
ー
ス
か
ら
「
課
題
が
た

く
さ
ん
見
つ
か
っ
た
。
ま
ず
ユ
ー
ス

組
織
と
し
て
の
骨
組
み
を
し
っ
か
り

作
り
、
全
国
の
ユ
ー
ス
と
つ
な
が
る

道
筋
を
つ
け
て
い
き
た
い
」「
勉
強
や

就
活
に
忙
し
い
け
れ
ど
、
ユ
ニ
キ
ャ
ン

の
人
た
ち
に
倣
っ
て
自
分
な
り
の
関

わ
り
方
で
で
き
そ
う
な
こ
と
を
や
っ

て
い
き
た
い
」
と
い
う
感
想
が
聞
か

れ
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
向
け
て
の

刺
激
を
た
く
さ
ん
受
け
た
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
神
戸
市
立
舞
子
小
学

校
と
神
戸
市
立
長
峰
中
学
校
を
訪

問
し
、
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

 

学
習
会
で
は
、
ユ
ニ
セ
フ
の
活
動

の
基
と
な
る
「
子
ど
も
の
権
利
」

と
、
今
世
界
の
子
ど
も
た
ち
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
紛
争
・
気
候
変

動
・
貧
困
か
ら
考
え
ま
し
た
。

ま
ず
動
画
に
出
て
き
た
ガ
ザ
の
少
年

の
よ
う
に
紛
争
下
で
暮
ら
す
子
ど
も

た
ち
が
４
億
人
以
上
、
気
候
変
動

に
よ
る
干
ば
つ
に
よ
っ
て
栄
養
不
良

で
命
の
危
機
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
が

4
5
4
0
万
人
と
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

そ
し
て
、
水
を
得
る
た
め
に
水
汲
み

に
毎
日
８
時
間
を
費
や
す
エ
チ
オ
ピ

ア
の
少
女
の
動
画
を
見
た
後
に
行
っ

た
真
し
ん
ち
ゅ
う鍮

製
の
ネ
パ
ー
ル
の
水
が
め
運

び
の
体
験
で
は
、
水
を
入
れ
る
と
約

15
㎏
の
重
さ
に
な
る
と
聞
き
大
き
な

ど
よ
め
き
が
起
こ
り
ま
し
た
。
上
腕

計
測
メ
ジ
ャ
ー
で
栄
養
不
良
児
の
上

腕
の
太
さ
が
９
㎝
で
あ
る
こ
と
に
驚

き
、
マ
ラ
リ
ア
予
防
の
た
め
の
蚊
帳

に
入
る
体
験
も
し
ま
し
た
。

S
D
G
s
の
目
標
と
も
重
な
る
ユ
ニ

セ
フ
の
活
動
。
長
峰
中
学
校
の
生
徒

は
「
体
験
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し

て
活
動
の
内
容
が
よ
く
分
か
り
、
ユ

ニ
セ
フ
が
子
ど
も
た
ち
の
命
や
幸
福

を
考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
う
れ

し
い
」
と
感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し

た
。
講
師
の
問
い
か
け
に
対
し
て
も

積
極
的
な
応
答
が
あ
り
、最
後
に「
す

べ
て
の
子
ど
も
に
○
○
を
」
に
入
れ

る
言
葉
を
思
い
つ
い
た
、
と
挙
手
す

る
生
徒
が
半
分
以
上
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者 

舞
子
小
学
校
6
年
生
1
2
9
人 

 

長
峰
中
学
校
1
年
生
1
7
1
人

学校訪問
11月 6日（水）

ユースとのミーティング
11月 9 日（土）

コレル桜塚（大阪府豊中市）

舞子小学校での学習会

unicef Campus
ユニセフキャンパス
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文化の秋  
イベントの秋  

ワクワクする秋

▼
 戦争の現実を伝える写真を展示

▼  魚つりゲームを楽しむ親子と大学生  

　ボランティア

▼ 

SDGsの番号くじを引く子ども

▼  くーまんとボランティアの高校生たち

写真に写る子どもたちの姿を見つめる人たち

いろいろなイベントを企画し

各地で行われたイベントに参加し

多くの人とふれあいながら

ユニセフの活動を紹介。

楽しいことがいっぱいの

2024 年の秋を満喫しました。

国際平和デー「たまろっとPeace Week」
9月16日（月）～ 21日（土）
玉津のつどい場たまろっと（神戸市西区）

国際平和デーに合わせ「たまろっとPeace Week」が開
催されました。戦争の現実に直面する子どもたちの写真を
展示し、最終日の 21日にはブースを出展しました。大きな
ホールに、楽しく国際協力ができる外国コイン仕分けコー
ナー、SDGsやユニセフの仕事を遊びながら学べるすごろく
やゲームが勢ぞろい！！大学生のボランティアも大奮闘でし
た。

ユニセフ写真パネル展			 
困難な状況下に生きる子どもたち
9月24日（火）～ 30日（月）
コープこうべ生活文化センター（神戸市東灘区）

今、世界では紛争や気候変動による災害などが多発し、
人道支援を必要としている子どもたちが急増しています。パ
レスチナ、ウクライナ、ソマリア、パキスタンなどの過酷で困難
な状況下でも懸命に生きる子どもたちの姿を写した写真
パネルを展示しました。また、子どもの権利についてのポス
ターや子どもの権利条約の解説パネルも併せて展示しまし
た。（協力 大阪ユニセフ協会、玉本英子さん）

うみかぜ音楽祭 2024 in 舞子公園
10月6日（日）
兵庫県立舞子公園

爽やかな風が吹き始めた舞子公園で開催されたうみかぜ
音楽祭に、ユニセフもブース出展しました。
テーマは SDGs。くじ引きで出た数字のパネルをめくり、環
境についての課題とユニセフとしての取り組みなどを伝えま
した。兵庫県ユニセフ協会のキャラクター・くーまんも共に
呼びかけ、小さなお子さんも含めたたくさんの方 に々参加し
ていただきました。同じブース内ではネパールを支援する団
体の物販も行われました。

EVENT REPORT
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EVENT REPORT　文化の秋  イベントの秋  ワクワクする秋

▼ 

まちがい探しクイズをする親子

▼

 ガザ・ウクライナへの募金を呼びかけるポ
スター

▼ 

集めたキャップの重さを計
る生徒

▼

 すべての子どもに○○を。
何を入れますか？

水がめを持ってみよう

▼ 

新生児の人形と赤ちゃん
体重計

▼

 手洗いダンスの DVDを
見る来場者

このコインはどこの国のものかな？

虹っ子スクール 「外国コインの仕
分け＆世界の子どもたちを知る」
11月9日（土）　コレル桜塚（大阪府豊中市）

小学生とその保護者を対象としたコープこうべの学習会が
開かれ、当協会のボランティアが講師を務めました。はじめ
に世界の子どもたちの現状と、子どもたちのために役立て
られる「ユニセフ外国コイン募金」の説明があり、その後グ
ループに分かれてコインの仕分けに挑戦。仕分けのベテラ
ンのアドバイスを受けながら、国ごとの通貨に仕分ける作
業にみんな夢中で取り組みました。子どもたちには少し難し
かったようでしたが保護者からは、ユニセフのこういう活動
を知ることができてよかった、という感想がありました。　

神戸市立盲学校六
むつぼし

星祭（文化祭）
１０月３１日（木）　神戸市立盲学校

日頃からユニセフの活動に興味を持って、募金活動や支
援物資の説明の点訳をしたり、８月には出前学習授業も
受けた生徒たちが、今回の文化祭ではブースを出しました。
担当の中高生たちは前もって当協会事務所を訪れて展示
する支援物資を選び、当日は説明やクイズでユニセフ活動
をしっかりと伝えていました。
また、ペットボトルのキャップを集めて計り、２㎏で１人分のワ
クチン支援になることを知らせるコーナーは、水がめや地雷
レプリカの展示とはまた違ったユニークなものでした。

コープこうべの組合員まつり
10月13日 (日 ) コープ桜が丘組合員まつり＆ジョイフルまつり
10月18日 (金 ) コープ三木緑が丘組合員まつり

コープ委員を中心にコープの活動紹介や商品の試食など
が行われる組合員まつり。地域企業も参加して開催された
コープ桜が丘組合員まつり＆ジョイフルまつりではユニセフ
支援物資を紹介。ユニセフのマークを使ったまちがい探し
クイズは子どもたちに大人気でした。コープ三木緑が丘で
はガザやウクライナの惨状を伝えるパネルを展示し、募金
活動も行いました。

姫路市医師会看護専門学校文化祭
10月19日（土）
姫路市医師会看護専門学校

10月15日「世界手洗いの日」にちなんで学生たちが紙
芝居で手洗いの方法とDVDで手洗いダンスを紹介しまし
た。優しく子どもたちに接している看護学生の様子は保育
士さんのたまごだったっけ (？)と勘違いする程でした。支
援物資のひとつ赤ちゃん体重計は実習用の新生児の人形
を使って看護専門学校ならではの紹介ができました。ユニ
セフに関心のある学生には活動へのお誘いもしました。
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Activities File

Activities List

活動ファイル
兵庫県ユニセフ協会の活動履歴

2024 年 9月〜12月

活 動 一 覧

学習会一覧  
    月 日 訪問先 対象 人数
9月19日 宝塚市まいたに人権文化センター 小学1～6年生 22

9月27日 姫路市立津田小学校 5年生 111

10月2日 兵庫県立国際高等学校（芦屋市） 2～3年生 25

10月28日 マリストブラザーズ  インターナショ
ナルスクール（神戸市須磨区） 3年生 37

11月9日 コープこうべ大阪北地区　　　
虹っ子スクール 小学生・大人 25

11月20日 西宮市立今津小学校 6年生 76

11月21日 神戸市立義務教育学校港島学園 8年生 72

12月12日 市川高等学校 1年生 110

12月22日 ボーイスカウト姫路第16団・18団 小学生・大人 45

地域活動一覧     　　　＊ブース出展

    月 日 イベント名　　　　
9月21日 国際平和デー「たまろっとPeace Week」（神戸市西区） ＊
9月24日～
30日

ユニセフ写真パネル展「困難な状況に生きる子どもたち」
（神戸市東灘区）

9月26日 コープ魚住子育てひろばで募金活動（明石市）
9月28日 ユニセフ入門講座（神戸市東灘区）
10月6日 うみかぜ音楽祭2024 in 舞子公園(神戸市垂水区) ＊

10月13日 コープ桜が丘組合員まつり＆ジョイフルまつり　　　
（神戸市西区） ＊

10月18日 コープ三木緑が丘組合員まつり ＊
10月19日 姫路市医師会看護専門学校文化祭 ＊
11月12日 地球のステージ（神戸市東灘区） ＊
11月16日 国際理解講座④「人生を変えるアフリカ」（神戸市中央区）
11月18～
20日

永遠瑠マリールイズさん講演会　　　　　　　　　
（尼崎市、神戸市垂水区、明石市、神戸市西区）

11月30日 東ティモールスタディ―ツア報告会（神戸市東灘区）

12月7日 国際理解講座⑤「戦火の子どもたちと女性を見つめて　
～取材映像で伝えるウクライナ～」（神戸市中央区）

12月8日 地球のステージ（加古川市） ＊

12月22日 第46回ユニセフ ハンド・イン・ハンド街頭募金活動　
（姫路、明石、元町、住吉、西宮）

トライやる受入  神戸市立 3中学校 2年生 6人
ユニセフ・キャラバン・キャンペーン　11/5～ 6、11/9　

募金一覧               2024年 7月～ 10月    

学校・団体名
生活共同組合コープこうべ、（私）認定こども園あさひ保育園、コアキタマチ
ショッピングセンター、玉津のつどい場たまろっと
ご協力ありがとうございました。 （兵庫県ユニセフ協会関係分　敬称略、順不同）

　

第 46 回ユニセフ    
ハンド・イン・ハンド街頭募金活動

日時 /場所 11月15日（金）/ 住吉
  12月22日（日）/ 姫路、明石、元町、住吉、西宮

「手に手を取って」を意味するユニセフハンド・イン・ハンド
募金は毎年 11月から 12月が募金月間です。2024年のテー
マは「子どもたちの健やかな成長を守ろう」。11月はトライや
る・ウィークでユニセフにやってきた中学生が実習最終日に募
金を呼びかけ、12月は各地点に多くの参加者が立って道行く
人々に声を届けました。ご協力ありがとうございました。

3

トライやる・ウィーク
日　時　  2024 年 11月 11日（月）～ 15日（金）
参加校 上野中学校、本山中学校、義務教育学校港島学園

今秋も神戸市立の３つの中学校から２年生 6人がトライやる・
ウィークでやってきました。ユニセフの活動や世界の子どもた
ちの暮らしを知り、外国コインの仕分け作業などを行いました。
最終日には自作のポスターを持ち「世界の子どもたちの健や
かな成長のために」「すべての子どもに平和な未来を」と募金
を呼びかけ、「いろんな人に励
ましてもらって人の温かさを感
じた」「誰かの助けになれたこ
とが嬉しい」などの感想があ
りました。

1

2
ユニセフ啓発活動    

永
と わ り
遠瑠マリールイズさん講演会

日　時　 11月 18日（月）～ 20日（水）

1994年に起きたルワンダ大虐殺から 30年。今のルワンダは
「アフリカの奇跡」と言われるほど復興しました。難民キャン
プの暮らしも経験したマリールイズさんは「平和」「教育」「い
のち」の大切さについて話されました。また、日本人と外国
籍住民が互いに理解を深め合える「多文化共生」実現にむ
けたメッセージも伝えられました。
講演会は、尼崎市中央北生涯学習プラザ、神戸朝鮮高級学
校、兵庫県立明石高等学校、玉津のつどい場たまろっと、の
4か所で行われ、生徒と地域の方々約 530人が参加しました。
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2024国際理解講座4

2024国際理解講座④
人生を変えるアフリカ  

講　師 大津司郎さん（アフリカジャーナリスト）   
 甲斐信好さん（拓殖大学副学長）
日　時 2024 年 11月 16日（土）
参加者 60人

甲斐さんは、大津さんのコーディネートで 15年間、ゼミの学生た
ちとアフリカスタディツアーを実施しています。今回の講座はツアー
に参加した高校生の川口百香さんの報告も交えて行われました。
アフリカは地球で一番脆

ぜいじゃく

弱な地域であり、紛争と少年兵・難民・
感染症・貧困などの社会課題に直面していますが、同時に国際政

治の最前線でもあります。資源や
労働力に恵まれ、国連総会での票
にもつながる 54か国があり、欧米
諸国や中国、韓国などがアフリカ
に殺到しています。
甲斐さんは「日本の学生も少年兵
や児童労働の子どもたちの姿を見て、生きることの大変さに気づ
き、考え方が変わる」と話し、大津さんは「知らないところでダイ
ナミックに動いている世界を若者に見てほしい」と述べました。川
口さんは「平和とそうでない部分のギャップの大きさを感じ、今後
は多面的に物事を捉えたい」と話しました。

2024国際理解講座⑤
戦火の子どもと女性を見つめて  
～取材映像で伝えるウクライナ～ 

講　師 玉本英子さん（ジャーナリスト・アジアプレス所属）  
日　時 2024 年 12月 7日（土）
参加者 70人

2022年以降、激しい戦闘が続くウクライナでは、子どもたちが遊
びや学びの機会を奪われ命を脅かされ続けています。夫や子ども
を戦地へ送り出し、悲しい知らせを受け取った女性たちもたくさん

います。玉本さんは今年も現地に赴き、人々
の生の声を取材してきました。

戦争はゲームじゃないと知っている子どもた
ちが今欲しいものは、頭の上の平和な空。
兵士の動員、2万人以上の子どもの連れ去
りとロシア化教育などあまり報道されていない実情も語られました。
犠牲になるのは力なき市民。同じ時代に、複雑な思いで侵攻に向
き合いながら、戦争と隣り合わせの日常を生きているウクライナの
人々に心を寄せることが大切、と玉本さんは話しました。

長い戦いを経て2002年に誕生したばかりの若い国・東ティモール

で、人々は一体どんな気持ちで日々を暮らしているのだろう。出発前

に資料を読めば読むほど、イメージが描けずにいました。打ちひしが

れすさんでいるのではという心配は杞
きゆう

憂に終わり、実際にお会いした

のは、たくましくも温かで時にチャーミングな素敵な皆さんでした。

今回の視察先は東ティモールの東側にあるバウカウ県とビケケ県で

す。病院に医薬品を供給する倉庫や、コミュニティ保健センターと呼

ばれる医療施設、コミュニティラジオ局を訪問しました。

保健センターにはユニセフからの支援による医療器具や啓発のため

のパンフレット類が備えられています。医療スタッフはインドネシア統

治時代から働いておられる方からディリの大学で学ばれた若い方ま

で、女性が多く活躍されていました。

そして今回一番印象に残ったのは「母親支援グループ」と呼ばれる

ボランティアスタッフの存在でした。これはもともと村におられた影

響力のあるママたちをユニセフが組織化したもので、主に妊産婦の

栄養指導をして地域を見守っています。病人が出たときには保健セン

ターに連絡することもあり、いわば保健師のような役割。それをボラ

ンティアで担っておられることに驚きましたが、同時に、研修を重ね

ることによって現地の人が知識やノウハウを身につけることのできる

ユニセフの支援の形に共感しました。「スキルアップして対応できるこ

とを増やしたい」という声を何度もお聞きしたのが頼もしく、地域の

ために奮闘する方々の存在には個人的にとても励まされました。

色鮮やかな制服を着て学校に通う子どもたちや、日が暮れるまで追

いかけっこやボール遊びに興じていた子どもたち、笑顔で挨拶を交

わしてくれた子どもたちが、どうかこれからも健やかに育ちますよう

に。できることを1つでも見つけられたらと思います。

会　場 神戸市教育会館ホール
後　援 兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会、神戸市 
 教職員組合、コープこうべ第 3 地区本部※この講座は公益信託兵庫県婦人会館ユネスコ基金から助成を受け実施しました。

市橋さん：後列の右から4番目

ユニセフ 

東ティモールスタディツアー報告
2024年 9月 29日（日）～10月 6日（日）　
市橋 純子さん  （コープこうべ理事）

Special
Report
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参加費
無料ユニセフ募金 Donations For Unicef

通常募金
通信欄記載事項 振替口座 手数料

K1-280兵庫 00190-5-31000 免除

緊急・復興募金
通信欄記載事項 振替口座

ガザ人道危機 ガザ　　　　
K1-280兵庫

00190-5-31000

ウクライナ ウクライナ　　　　
K1-280兵庫

00190-5-31000

自然災害 自然災害
K1-280兵庫

00190-5-31000

人道危機 人道危機
K1-280兵庫

00190-5-31000

アフリカ栄養危機 アフリカ
K1-280兵庫

00190-5-31000

シリア シリア
K1-280兵庫

00190-5-31000

ロヒンギャ難民 ロヒンギャ
K1-280兵庫

00190-5-31000

＊共通口座名義：公益財団法人 日本ユニセフ協会
＊郵便局窓口から専用振込用紙を使って振り込むと手
数料は免除されます。専用振込用紙は事務局にあり
ますのでご連絡ください。

ユニセフ兵庫ニュース

vol.75
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2025年 1月発行
発　行 ：兵庫県ユニセフ協会
住　所 ：〒 658-0081 
 　神戸市東灘区田中町 5-3-18  
    コープこうべ生活文化センター 2F
電　話 ：078-435-1605（平日10:00～ 16:00）
 F A X ：078-451-9830
E-Mai l ：h-unicef@kobe.coop.or.jp

●最新の情報はホームページで
　https://unicef-hyogo.jp/
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News  お知らせ Booth  出展参加

パネル展示「子どもにやさ
しい空間～ユニセフが考え
る災害時に大切なこと」
日時  1月12日（日）～ 19日（日）
会場 こうべまちづくり会館 4 階
阪神淡路大震災から30年の節目に行わ
れる「こうべあいウィーク」に参加します。

2月 15日（土）「防災フェスタ」（コープこう
べ生活文化センター）

Join Us  主催イベント 詳細はホームページをご覧ください。
各日程等は変更になることがあります。

https://www.unicef.or.jp/sp/

ユニセフのつどい vol .23

日時 3月1日（土）11:30 ～ 16:00
会場 コープこうべ生活文化センター

ユニセフのつどいは兵庫県ユニセフ協会
の年に１度のお祭りです。今年はフェアト
レード商品販売、講演「世界に飛び出し
たボクが伝えたいこと」岡本啓史さん（元
ユニセフ教育専門官）、「平和を祈るうたう

たい」おおまきちまきさん、ネパールダンス、
人形劇などがあります。サブテーマは「教
育」「平和」。子どもたちの明るい未来、
なりたい自分、誰かのためにできること、
新しい発見でワクワクする「つどい」へ。

2025 国際理解講座①
「フェアトレードでつながる中東
パレスチナ　そこにある日常
との出会い」
日時 2月11日（火・祝）13:30～15:00
会場 玉津のつどい場たまろっとホール
講師 髙橋智恵さん 

（ソーシャルブランド
架け箸代表）

パレスチナの写真展と商品
販売ブースもあります。

2025 年ユニセフセミナー①
「子どもの権利と多様性」
日時 4月 26日（土）13：30 ～ 15：00
会場 神戸市教育会館
講師 山本真理子さん（国

際人権法コンサルタン
ト、医療ジャーナリスト）

いつでも
どこでも
気軽に募金

お 問 い 合 わ せ
T E L 078-435-1605

参加申込みはホームページ上の　　　　
申込みフォームでも受け付けています。

ユニセフ
ひょうご
サポーター
賛助会員募集中
賛助会員となって、
兵庫県ユニセフ
協会の活動を支
えてください。お申
し込み、お問い合
わせは事務局まで
お願いいたします。

兵庫県ユニセフ協会「第 30
回理事会」「第16回評議員会」
を開催しました。
日時 　2024年 12月 4日（水）
会場　コープこうべ住吉事務所

今回は役員改選の年にあたり、まず
役員候補者を選任いただきました。
その後 2024年の活動報告、2025
年の事業計画を様々な視点から広く
ご意見をいただきました。これからも
「子どもの権利」を理念とするユニ
セフ活動を通じて、誰もが安心して
暮らせる、誰ひとり取り残さない社会
に向けて、様々な団体と連携して活
動を進めていくことを確認しました。

事務局からのお知らせ


